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２

解説

　 のとき 、

　　 のとき 、

　　なので、 、

　　より、 は存在しないので微分可能でない。

　 より、 なので、 の増減は次のようになる。

　　

　　さらに、

　　　　　　 　なので

　　 のグラフは右上のようになる。よって、 のとき最大値

　　これが となるので、 　…　答

　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 　…　答



３

解説

を 以外の素数とする。

　 　 のとき、

　　 、 、 となり、 である。このとき

　　 　 を素数 として、 のとき、

　　 、 、 、 となり、 である。

　　また、 なので、 となり、 の場合があるが、

　　 は偶数で は奇数なので、

　　したがって、 、 、 、 となり、

　　

　　 　 を素数 として、 が つ以上の素数の積で表されるとき

　　 、

　　 ･ となり、条件に反する。

　　したがって、 または となる。

　 より、 のとき、 、

　　このとき、

　　 …

　　　　　　　　　　　　　　　 …

　　　　　　　　　　　　　　　 …

　　より、すべての正の整数 について は の倍数である。



４

解説

　 とおくと、

　　

　　 　

　　 　 、

　　よって、 　…　答

　直交座標に直して考える。 で囲まれた部分の内部は より、

　　 の座標を とすると、 　…　①

　　この点を通り、 軸に平行でないものの直線 の方程式を とおくと、

　　 と連立して、 　これを展開して整理すると、

　　

　　この方程式の 解を 、 として、解と係数の関係より

　　 、

　　ここで、直線 と 軸となす角を とおくと なので

　　積 ･ は

　　 ･

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 ･

　　ここで、①より、 なので、 が最大となる を求める。

　　 より、次表を得る。

　　

　　

　　よって、 のとき は最大となる。なお、 が 軸に平行になるときは で

　　は明らかに最大とならない。

　　以上より、 は点 を通り、実軸に平行な直線となるとき積 ･ は最大となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　答


